
        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）ハダニゼロプロジェクトとは…？ 

いちご栽培において、ハダニは難防除害虫の１つであり、いかにして被害を抑えるかが収量アップ

のポイントである。しかし、ハダニは世代交代が早いので薬剤抵抗性の発達が早く、化学薬剤のみに

頼る防除には限界があり、気づいたときには壊滅的な被害を招く危険性がある。 

そこで天敵製剤を柱として化学農薬を併用し、「いちご栽培期間中にハダニピークをつくらない（発

生を許容範囲内に抑える）」ことを目的としてハダニゼロプロジェクトが発足した。 

 

（２）ハダニゼロプロジェクト防除プログラム 

①育苗期～定植まで 

育苗期の方が本圃よりも葉裏まで薬剤が付着しやすく、効果が出やすい。定植までに苗のハダニ発生

を抑えて本圃に持ち込まないようにする。 

②本圃 

10 月下旬～11月上旬にミヤコバンカーを放飼するが、ハダニ密度のゼロ放飼が出来るかかがハダ

ニ防除の成否を分ける。ミヤコバンカーはハダニの制圧よりも長期的な待ち伏せ防除に適した資材で

あることを理解する。 

 その後は発生状況に応じて化学薬剤でレスキュー防除を実施する。天敵資材は生き物なので絶対的

な効果が保証されるものではない。特性を理解し、助け合うことが重要である。 

 

（バンカーシート概要） 

 

 

 

 

 

 

イチゴハダニゼロプロジェクトについて 

  今年は梅雨らしい梅雨となり、6月下旬以降はスッキリしない天候が続いております。曇雨天が続くと

防除のタイミングも難しく、各作物で病害の発生が懸念されるところかと思いますが、各薬剤の特性を把

握したうえで適期防除に努めていただければと思います。 

 また、本誌が皆様のお手元に届く頃には梅雨が明け、夏の猛暑が心配されるのではないかと思われます。

こまめな水分・塩分補給、休憩を挟みながら夏の作業を乗り切っていただければと思います。 
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③防除プログラム概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
重要！ 

【モベントフロアブルの灌注について】 

モベントは効果の高い薬剤だが、 

正しく使用しないと効果が落ちやすい。 

 

～使用のポイント～ 

①苗をコンテナに隙間なく詰めて、コンテナを隙間なく並べる。 

②頭上灌水を行う。 

 ⇒規定の薬液量をロスなくポット内に投入する。 

重要！ 



（３）ハダニ防除成功のポイント 

①ゼロ放飼の徹底 

ミヤコバンカー放飼時にハダニ密度をゼロに抑えることが重要である。以下はゼロ放飼とハダニゼ

ロプロジェクト成否の相関である。（2015～2020年の試験平均スコア） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②薬液量の確保 

 薬剤の効果を高めるためには薬剤が十分に葉裏まで付着することが重要である。 

育苗期は子苗 6,000 株あたり 100L の薬液を散布する。 

 

 

 

 

 

 

 

③気門封鎖剤の混用 

ハダニ剤と気門封鎖剤の混用で相乗効果があることが確認されている。 

ハダニ剤を散布するときはピタイチやフーモン等の気門封鎖剤を混用する。 

 

  

（左） （右） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊引用：「イチゴハダニゼロプロジェクト」冊子（全農作成） 

＊８月号に記載されている内容はＪＡ全農ながさきのホームページに掲載されています。 

ＪＡ全農ながさきホームページＵＲＬ：http://www.ns.zennoh.or.jp 
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